
選定軸は「コストメリット」と「互換性」が
あるものにつきる！と言えます。

では、どれだけＩＴコストを削減できるのか？

2021年4月号ＫＰ ＴＩＭＥＳ
ITコスト削減のための「Office互換ソフト」の選び方

「Microsoft Office」は

絶対必要？

新型コロナ感染防止対策として在宅勤務やリモートワーク等が
日常になった今日、パソコンを追加導入された企業もたくさん
あるのではないでしょうか。
使用するオフィスソフトの多くは「Microsoft® Office」が
メジャーですが、近年では「Office互換ソフト」も多数存在しており、
利用選択肢が広がっています。

高機能だが高価なMicrosoft Officeか、安価もしくは無償のOffice互換ソフトかを考えると…

Microsoft Officeの1ﾗｲｾﾝｽの購入価格は35000円～50000円。
一方、互換ソフトについては、購入価格以外のコスト
（継続使用料）についても意識しておく必要があります。
「トータルでのコスト」をいかに削減するか…

キーワードは「部分導入」。

完全互換はホントに必要？

互換性に少しの妥協もできないとなると、
Microsoft Office以外選択肢はありません。
一方、組織内のすべての業務における完全互換は
不要と考えると、互換ソフトの「部分導入」という
方法があります。
業務環境の確保とコスト削減に有効な選択だと思います。

Microsoft Office互換性ソフトを
紹介します

互換性は一応ありますが完全ではないため、レイアウトの崩れや文字化け、
マクロが実行されないなどの不具合が見受けられるようです。

互換性という点では、再現性は高いものの、レイアウトの崩れや一部データの
欠陥などの不具合が見られる場合があります。

無料

有料
変わらない操作性。レイアウト互換率98％（Word互換）。
Excelマクロの実行にも対応。

互換性が高く、インターフェイスも似ていることから「Microsoftと同じように使える」
といった評価が多くあります。

互換ソフトの導入には、試用検証が大切です。パソコンの管理も複雑になってきます。
ITコスト削減＋現場にとってメリットのある移行が理想です。
今後、互換性ソフトが進歩しMicrosoft Officeと同等の性能で低コストになれば、作業環境にもお財布にも
やさしいジェネリック薬品ならぬジェネリックソフトとして、より導入の可能性がでてくるでしょう。



キャビネットにズラッと並んだカタログ類。どこのオフィスでもよく見かける
光景です。でもそのカタログ類、本当に必要でしょうか？
近頃はどのメーカーも、ネット上で電子カタログを公開しています。
検索機能を使えば、目当ての商品や型番も素早く調べることができます。

書類管理のキモは、いらない書類を捨てることから始まると言われます。
「デスクやキャビネットがいつも書類でいっぱいになってしまう」という人は、
今まで「必要」と判断していた書類の中にも、「本当はいらない書類」が潜ん
でいるかもしれません。

その１：カタログや取説は“全捨て“できる？！

その２：見返したことある？「セミナー資料」

その３：スマホのアプリも活用して保存

社内の勉強会や社外で受けるセミナーの資料は、自動的に「必要」と判断しがちな書類です。
でも、そのセミナーの資料、見返したことはありますか？
そのまま捨てられずに何年も自分のデスクの中に眠り続けているのでは…？

重要書類としてファイリングしていると、どんどん増えてファイルがパンパンって
こと、「会社あるある」ですよね。そこで活躍するのが、スマホの書類保管アプリ。
iOS（iPhone/iPad）なら「App store」、Androidなら「Google Play」から
「書類 スキャン」などと入力して検索すると、スマホカメラで撮影した画像をそのまま書類として
保存することができるアプリがたくさん見つかります。
良さそうなアプリをダウンロード、めぼしいお便り関係はスキャンして、すべてスマホに保存。
これで紙の現物をとっておく必要はありません。

書類を整理することで作業環境が改善され、
仕事がはかどり、残業がなくなり、事務所の光熱費が削減され

「脱炭素社会が実現！！」ということになるかもしれません。

一度お試しされてみてはいかがでしょうか。

ＫＰ ＴＩＭＥＳはびわ湖の森の木になる紙を使用しています

安心で継続可能な
コロナ対策商品として、

弊社で取り扱いしている商品をご紹介します！

HYDRO ＡＩＲ ＷＡＳＨＥＲ（ハイドロエアウォッシャー）

化学成分ゼロ！
カートリッジも不要！

水道水のみで除菌水素水が
生成可能なのです！
場所を気にせず気になる箇所の消臭除菌ができます。

【奈良県立医科大学 微生物感染症学講座にて
CVID-19不活性化（コロナウィルス菌減少率）99.997％という
結果が実証されています。】

お問い合わせは弊社まで（デモ機有ります！）


